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開 会 

１ 挨拶 

２ 【議題】 

地域密着型サービスの事業者選考について 

事務局から説明資料１に基づき説明 

【質疑】 

委員長 説明が終わりましたので、質疑に入りたいと思います。

 何か質疑のおありの方いらっしゃいましたら挙手をお願いしたいと思います。

 【質疑なし】 

委員長 質疑がないようですので、この議案について異議はございませんか。 

 【異議なし】 

委員長 異議はないようですので、承認いただいたものとさせていただきます。 

【報告】 

地域密着型サービスの利用状況について 

事務局から説明資料２に基づき説明 



【質疑】 

委員長 事務局からの説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑のある委員の方は挙手をお願いします。 

委 員 小規模多機能については３事業所ありますが、定員２９名のところ３事業所と

も定員に満たないが、これで充足しているといえるのでしょうか。 

事務局 入所系のサービスであれば、定員を満たさないといけないというところがある。

しかし小規模多機能については、登録定員２９名であり、実際にはこのぐらいでなけ

ればなかなか回せないという現実がある。通いは１５名の定員で、泊まりは９部屋し

かない。小規模多機能の利点は、登録いただくと自由に通いや訪問や泊まりを組み合

わせるものであり、あまり登録定員が多いと、なかなか泊まりが利用できないとか、

訪問できないときが発生してしまう。実際にはこれぐらいがちょうどよいのではと判

断する。 

委員 実際にはこのくらいで需要と供給のバランスが取れているということですね。 

事務局 そのとおりです。 

委員 地域密着型通所介護は以前から利用している方がいるので、市外の事業所がある

とのことだが、お亡くなりになられたり、市内の事業所を利用するなど、今後は増え

ないし、どんどん市外事業所は減っていくということか。 

事務局 平成２８年度当初はもう少しあったが、少しずつ減っていくということであり、

新規の方は出来る限り市内の事業所を利用していただくということである。 

委員 同じことで、認知症対応型共同生活介護も１事業所市外の事業所があるが、同様

に以前から入所されている方か。 

事務局 グループホームについては平成１８年４月から地域密着型サービスとなり、そ

れ以前から利用の方は可能となるが、地域密着型サービスには市外の事業所を使う場

合として、どうしてもやむを得ない場合には市町間で同意を得て利用可能というのが

ある。グループホームの場合、施設が満床で急遽入所しなければいけないという場合

に、市町が隣接しており、やむを得ない事情がある場合にその人に関してのみ認める

というものであり、この方はそのケースである。 

委員 ちなみにこのグループホームはどこにあるのですか。 

事務局 加西市にあります。 

委員 隣接しているので、加西市にお願いしているということですね。ありがとうござ

いました。 

委員 先ほどの説明から、通常規模のデイサービスは市内に７事業所あるが、なかなか

利用が伸びないと言われていたが、今後これらの事業所が定員の変更をして地域密着

型になった場合はどのようになるのか。 

事務局 制度の関係上、小規模になった場合は地域密着型になってしまうというのがあ




